
美術品補償制度部会の設置について（案） 

 

平成２９年４月 日 

文 化 審 議 会 決 定 

 

１．設置の趣旨 

  文化審議会令（平成１２年政令第２８１号）第６条第１項及び文

化審議会運営規則（平成２３年６月１日文化審議会決定）第４条第

１項の規定に基づき，下記２に掲げる事項の調査審議を行うため，

文化審議会に美術品補償制度部会を設置する。 

 

２．調査審議事項 

（１）展覧会における美術品損害の補償に関する法律（平成２３年

法律第１７号）第１２条第２項の規定により文化審議会の権

限に属させられた事項について 

（２）上記（１）に関連する事項について 

（３）そのほか，展覧会における美術品損害の補償に関する法律に

関連する事項について 

 

３．部会の議決 

文化審議会令第６条第６項及び文化審議会運営規則第４条第３項

の規定に基づき，上記２（１）及び（２）に掲げる事項については，

美術品補償制度部会の議決をもって文化審議会の議決とする。ただ

し，文化審議会が必要と認めるときは，この限りでない。 

 

４．構成（別紙参照） 

  文化審議会令第６条第２項の規定に基づき，会長が指名する委員，

臨時委員及び専門委員により構成する。 
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第７期美術品補償制度部会委員（案） 

（平成２９年４月  日現在） 

（正委員） 

 大塚 英明  日本大学 教授 

馬渕 明子  国立西洋美術館長 

（臨時委員） 

 大原 秀之  吉備国際大学 文化財保存修復学研究科教授 

 岡部あおみ  美術評論家、パリ日本文化会館アーティスティック・ディ

レクター 

 田中 豊稲  公益財団法人静岡市文化振興財団 業務執行理事、静岡市

美術館長 

田辺 昌子  千葉市美術館 副館長兼学芸課長 

冨田 章    公益財団法人東日本鉄道文化財団 理事、東京ステーショ

ンギャラリー館長 

中島 隆太  公益財団法人損保ジャパン日本興亜美術財団 専務理事、

東郷青児記念損保ジャパン日本興亜美術館長 

箱守 栄一  美術品リスクコンサルタント、一般社団法人芸術資源マネ

ジメント研究所 理事   

 森  要造  株式会社中日新聞社 参与 

 山梨絵美子  東京文化財研究所 副所長 

（専門委員） 

 佐野 千絵    東京文化財研究所 保存科学研究センター長 

 白原由起子    根津美術館 特別学芸員 

 髙橋 孝一  ＳＯＭＰＯリスケアマネジメント株式会社 取締役執行役

員・リスクマネジメント事業本部長 

 中林 和雄    東京国立近代美術館 副館長 

 不動 美里  姫路市立美術館 副館長兼学芸課長 
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